
２.今後の調査方針について 
 
 

検 討 項 目 要                点 備    考 

2.5 ボーリング調査 

 

ボーリング調査については、目的別に次に述べるＡ～Ｄの４つ

のタイプの調査を行う。 
(1) ボーリングＡ 

【周辺地盤の地質調査】 

処分場周辺の地質構造、岩盤状況、および透水性を調査する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ボーリングＢ 

【処分場内の廃棄物等調査】 

処分場内部の廃棄物の性状や保有水の水質・水位を把握する。 
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図-2.1.5 断面測線位置図 

図-2.1.6 ボーリングＡ調査計画断面図 

図-2.1.7 ボーリングＢ調査計画断面図 

埋立土砂層の下面深度を調査 

北陸トンネル周辺については、北陸トン
ネルの深度程度までを掘削・確認 

南北測線

東西測線

廃棄物の性状を調査 

南北測線

東西測線
東西測線 保有水の水質・水位を調査・観測 

南北測
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２.今後の調査方針について 
 
 

検 討 項 目 要                点 備    考 

2.5 ボーリング調査 

 

(3) ボーリングＣ 

【木ノ芽川沿いの地下水水質調査】 

処分場下流側（木ノ芽川沿い）の浸出水の漏出状況を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ボーリングＤ 

【処分場底面基礎岩盤の透水性調査（斜めボーリング調査）】 

処分場底面に分布する基礎岩盤について斜めボーリング調査

を実施し、地質・岩盤性状、透水性について評価する。 

 

 

 
 
 

東西測線

南北測線

下流側で観測井戸設置 

図-2.1.9 ボーリングＣ調査計画断面図 

埋立土砂の下面深度を調査 

底面遮水岩盤の地質・岩盤状況と透水性を調査 東西測線

南北測線

図-2.1.8 断面測線位置図 図-2.1.10 ボーリングＤ調査計画断面図 

東西測線 

南北測
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 ２.今後の調査について 
 
 

検 討 項 目 要                点 備    考 

2.6 地下水流動シミュレ

ーション 

 

 
選択する対策工の有効性を事前に予測・評価するため、現況の地下水流動状況を把握し、対策後の地下水流動状況についてシミュレーションを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

流入水（表流水・地下水）

漏出水（浸出水混じり地下水）

図-2.1.11 シミュレーション検討位置概念図 

 

2- 7


